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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第67期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第66期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 1,814,337761,4328,532,549

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
△110,281△217,934 213,021

当期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △62,158△137,078 119,523

純資産額（千円） 6,831,1486,620,4616,943,636

総資産額（千円） 11,765,77510,011,36410,754,020

１株当たり純資産額（円） 869.41 862.25 903.65

１株当たり当期純利益又は四半期純損失金額(△)（円） △8.08 △18.25 15.71

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 56.8 64.6 63.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
784,332△60,9561,410,270

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
206,176 79,200 574,346

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△138,583△97,646△322,481

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,531,8202,262,7512,341,529

従業員数（人） 138 143 138

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 143(29)

　（注）   従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託社員、パートタイマーを含んでおります。）は（　）内に当第

１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

 

（２）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 121(18)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除いております。）であり、臨時雇用者数（嘱託社員、パート

タイマーを含んでおります。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　

　生産高（千円）

前年同四半期比（％）

　産業用機械事業 1,352,085 －

　（一連ライン） (356,140) －

　（製剤機） (165,347) －

　（充填機） (223,064) －

　（検査装置） (12,343) －

　（包装機） (190,685) －

　（部品） (143,597) －

　（改造・調整・修理） (260,907) －

　工業用ダイヤモンド事業 134,926 －

報告セグメント計 1,487,012 －

　その他 22,270 －

合計 1,509,282 －

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

産業用機械事業 1,460,638 － 5,497,725      －

　（一連ライン） (259,050) － (1,945,000) －

　（製剤機） (24,820) － (638,100) －

　（充填機） (57,186) － (756,488) －

　（検査装置） (200,469) － (413,656) －

　（包装機） (380,577) － (589,757) －

　（部品） (183,290) － (275,470) －

　（改造・調整・修理） (355,244) － (879,254) －

工業用ダイヤモンド事業 101,021 － 581 －

報告セグメント計 1,561,659 － 5,498,307 －

その他 61,021 － 136,505 －

合計 1,622,681 － 5,634,812 －

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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（３）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　

　販売高（千円）

前年同四半期比（％）

　産業用機械事業 639,270 －

　（一連ライン） (33,250) －

　（製剤機） (32,037) －

　（充填機） (154,550) －

　（検査装置） (7,703) －

　（包装機） (135,820) －

　（部品） (142,898) －

　（改造・調整・修理） (133,011) －

　工業用ダイヤモンド事業 100,439 －

報告セグメント計 739,709 －

　その他 21,722 －

合計 761,432 －

　（注）１．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社大塚製薬工場 36,428 2.0 79,113 10.4

株式会社大林組 401,900 22.2 － －

ショウワノート株式会社　 268,778 14.8 － －

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断したも

のであります。

 

　　（１）経営成績

        当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、内外の在庫調整の進展及び海外経済の回復を背景とした輸 

　出、生産の増加等から緩やかな回復が続きました。また、企業収益についても、輸出の回復や原材料費、人件費等

　のコスト削減効果から回復基調が鮮明となり、設備投資も設備稼働率の上昇を受けて持ち直しの動きとなりまし

　た。一方、海外経済についてはギリシャ財政危機を契機に欧州を中心にリスク回避の動きが強まりユーロが急落

　し、米国の輸出産業への影響などが懸念されております。

　　当社グループにおきましても、当第１四半期連結会計期間は、昨年度から厳しい受注環境が続いている中、国内

　外での展示会参加等を通じて、新たな収益機会の拡大を図るべく積極的な営業活動を展開してまいりましたが、各

　段階損益は損失計上となりました。

　　当第１四半期連結会計期間の売上高は、前連結会計年度末の年初売上計上見込の大口繰越受注が少なかったこと

　もあり、761百万円(前年同期比58.0％減)、売上総利益も主として売上高の減少による利益額減少125百万円によ

　り、173百万円(同42.0％減)に止まりました。また、販売費及び一般管理費では、受注活動強化に伴うサービス費

　の増加や新技術の開発に係る開発費の増加などの要因により、営業損失は241百万円（前年同期は108百万円の営業

  損失）となった他、経常損失217百万円（前年同期は110百万円の経常損失）、四半期純損失137百万円（前年同期

  は62百万円の四半期純損失）となりました。

  報告セグメントに基づく各事業別の概況は以下のとおりであります。  

①産業用機械事業

　当第１四半期連結会計期間における産業用機械事業は、売上高全体では639百万円(前年同期比63.4％減)であり 

　ました。このうち、製剤機が32百万円(同1,501.9％増)と好調に推移いたしましたが、その他の品目は全て減少

　し、一連ラインが33百万円(同94.7％減)となったのを始め、検査装置7百万円(同88.4％減)、包装機135百万円(同

　68.0％減)、部品142百万円(同39.4％減)、改造・調整・修理133百万円(同35.5%減)、充填機154百万円(同12.8％

　減)となりました。 

②工業用ダイヤモンド事業

　当第１四半期連結会計期間における工業用ダイヤモンド事業は、エコカー減税等による自動車業界の回復を受 

　け、売上高100百万円(前年同期比130.8％増)となりました。内訳では、人造ダイヤ63百万円(同111.3％増)、原石

  25百万円(同309.1％増)、パウダー11百万円(同75.5％増)等となっております。

③その他

　その他は、主に坐薬用包装資材の販売で売上高21百万円(前年同期比17.2％減)であります。 

　（注）当第１四半期より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号（平成21年３月

　　　27日））を適用しております。対前年同期比伸び率は、同基準に準拠し算出したものを参考として記載して

　　　おります。　

　

　　（２）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比742百万円減少し、10,011百万円となりました。 

　これは、主としてたな卸資産が784百万円増加したものの、受取手形及び売掛金の減少1,178百万円、前渡金の減少

  264百万円、投資有価証券の減少174百万円等によるものであります。また、負債につきましては、前受金が45百万

  円増加しましたが、支払手形及び買掛金が480百万円減少したこと等により、前連結会計年度末比419百万円減少い

  たしました。純資産合計額は、主として自己株式の消却238百万円により、6,620百万円と前連結会計年度末比323

  百万円の減少となりました。 

　　

EDINET提出書類

株式会社ミューチュアル(E02959)

四半期報告書

 6/26



（３）キャッシュ・フロー

　当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末比78百万円 

　減少し、2,262百万円となりました。主な要因は、以下のとおりであります。

　①営業活動によるキャッシュ・フロー

　　営業活動の結果、使用した資金は、60百万円(前年同期は784百万円の取得)となりました。

　これは、売上債権の減少1,178百万円、前渡金の減少264百万円により増加したものの、税金等調整前四半期純損失

　が210百万円であった他、たな卸資産の増加781百万円、仕入債務の減少480百万円等により減少したものでありま

　す。

　②投資活動によるキャッシュ・フロー　

　　投資活動の結果、取得した資金は、79百万円(前年同期比61.6％減)となりました。

　これは、投資有価証券の取得31百万円の支出等があったものの、有価証券の償還による収入100百万円等により増

　加したものであります。

　③財務活動によるキャッシュ・フロー　

  　財務活動の結果、使用した資金は、97百万円(前年同期比29.5％減)となりました。

　これは、配当金の支払額97百万円等によるものであります。

　

　　 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更又は新たに発生し

た問題等はありません。

　

　　 （５）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間における研究開発費は、総額7,030千円であり、その主なものはロンドレーション成形

機の研究開発費用5,000千円であります。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

 

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した設備の新設、除去等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,920,320 7,920,320
大阪証券取引所

　(JASDAQ市場)　
単元株式数100株

計 7,920,320 7,920,320 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

  

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年５月31日

（注）　
△400,0007,920,320 － 669,700 － 695,975

 　(注)  自己株式の消却による減少であります。

　

　

（６）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期連結会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況につきましては、実質株主の把握ができず、記載することができま

せんので、直前の基準日である平成22年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

　　　①【発行済株式】

 （平成22年３月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    805,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,495,700 74,957 －

単元未満株式 普通株式     19,620 － －

発行済株式総数 8,320,320 － －

総株主の議決権 － 74,957 －

（注）当第１四半期会計期間末の発行済株式総数は、自己株式の消却400,000株により、7,920,320株となってお

ります。　

 

②【自己株式等】

 （平成22年３月31日現在）

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ミューチュアル
大阪市北区西天満

１丁目２-５
805,000 － 805,000 9.68

計 － 805,000 － 805,000 9.68

（注）当第１四半期会計期間末の自己株式数は、416,046株となっております。　
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 469 461 468

最低（円） 442 406 410

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,438,251 2,525,429

受取手形及び売掛金 1,776,102 2,954,162

有価証券 287,907 291,629

商品及び製品 59,791 59,432

仕掛品 1,423,360 640,736

原材料 53,235 51,533

前渡金 424,653 689,069

繰延税金資産 249,039 165,557

その他 180,806 111,945

貸倒引当金 △779 △1,031

流動資産合計 6,892,369 7,488,464

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 333,936

※
 331,081

土地 380,723 380,723

その他（純額） ※
 50,702

※
 51,398

有形固定資産合計 765,362 763,203

無形固定資産 18,912 18,967

投資その他の資産

投資有価証券 1,407,492 1,582,373

長期貸付金 37,546 45,222

繰延税金資産 288,980 258,669

長期預金 200,000 201,500

その他 401,755 396,676

貸倒引当金 △1,055 △1,058

投資その他の資産合計 2,334,719 2,483,384

固定資産合計 3,118,995 3,265,556

資産合計 10,011,364 10,754,020
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,441,341 1,921,492

短期借入金 65,000 57,000

未払法人税等 1,158 21,737

前受金 608,885 563,558

賞与引当金 58,339 93,346

その他 258,975 220,484

流動負債合計 2,433,699 2,877,619

固定負債

退職給付引当金 322,480 318,122

役員退職慰労引当金 62,116 60,923

長期未払金 536,567 536,567

負ののれん 15,007 17,151

その他 21,030 －

固定負債合計 957,203 932,765

負債合計 3,390,902 3,810,384

純資産の部

株主資本

資本金 669,700 669,700

資本剰余金 695,975 695,975

利益剰余金 5,312,366 5,800,588

自己株式 △246,400 △479,853

株主資本合計 6,431,640 6,686,409

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 65,836 116,407

繰延ヘッジ損益 △26,624 △10,711

為替換算調整勘定 △305 △933

評価・換算差額等合計 38,906 104,762

少数株主持分 149,914 152,464

純資産合計 6,620,461 6,943,636

負債純資産合計 10,011,364 10,754,020
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 ※2
 1,814,337 761,432

売上原価 1,516,149 588,350

売上総利益 298,187 173,082

販売費及び一般管理費 ※1
 406,992

※
 414,615

営業損失（△） △108,805 △241,533

営業外収益

受取利息 10,872 8,218

受取配当金 11,049 11,562

負ののれん償却額 2,143 2,143

その他 2,110 5,040

営業外収益合計 26,176 26,965

営業外費用

支払利息 369 127

為替差損 3,273 －

投資有価証券評価損 23,885 3,090

その他 123 148

営業外費用合計 27,652 3,366

経常損失（△） △110,281 △217,934

特別利益

賞与引当金戻入額 4,434 13,925

その他 422 255

特別利益合計 4,856 14,181

特別損失

固定資産除却損 2,585 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,036

特別損失合計 2,585 7,036

税金等調整前四半期純損失（△） △108,010 △210,790

法人税、住民税及び事業税 3,538 1,148

法人税等調整額 △43,685 △77,425

法人税等合計 △40,147 △76,276

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △134,513

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5,704 2,565

四半期純損失（△） △62,158 △137,078
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △108,010 △210,790

減価償却費 11,904 10,450

負ののれん償却額 △2,143 △2,143

貸倒引当金の増減額（△は減少） △422 △255

未収入金の増減額（△は増加） 44,523 △388

未払金の増減額（△は減少） 57,820 43,139

賞与引当金の増減額（△は減少） △32,476 △35,007

退職給付引当金の増減額（△は減少） △12,003 4,358

受取利息及び受取配当金 △21,922 △19,781

支払利息 369 127

売上債権の増減額（△は増加） 805,645 1,178,067

前受金の増減額（△は減少） 541,234 45,327

たな卸資産の増減額（△は増加） △47,019 △781,460

仕入債務の増減額（△は減少） △152,535 △480,155

前渡金の増減額（△は増加） △231,736 264,416

その他 71,242 △71,669

小計 924,471 △55,763

利息及び配当金の受取額 18,406 18,860

利息の支払額 △369 △127

法人税等の支払額 △158,176 △23,926

営業活動によるキャッシュ・フロー 784,332 △60,956

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △158,100 △58,100

定期預金の払戻による収入 368,000 68,000

有価証券の償還による収入 100,938 100,000

有形固定資産の取得による支出 △106,256 △1,575

投資有価証券の取得による支出 △12,408 △31,719

その他 14,004 2,595

投資活動によるキャッシュ・フロー 206,176 79,200

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 31,000 8,000

自己株式の取得による支出 △3 △5,012

配当金の支払額 △166,729 △97,014

少数株主への配当金の支払額 △2,850 △3,350

その他 － △268

財務活動によるキャッシュ・フロー △138,583 △97,646

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 625

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 851,926 △78,777

現金及び現金同等物の期首残高 679,894 2,341,529

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,531,820

※
 2,262,751
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

 
　当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
  　至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更  資産除去債務に関する会計基準の適用　

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業

会計基準第18号　平成20年３月31日) 及び 「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用して

おります。

 　これにより、営業損失及び経常損失は、それぞれ326千円増加し、税金等

 調整前四半期純損失は7,362千円増加しております。また、当会計基準等の

 適用開始による資産除去債務の変動額は、15,643千円であります。

　

【表示方法の変更】

 
　当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
  　至　平成22年６月30日）

(四半期連結損益計算書) 　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26

日)に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を

改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目

で表示しております。　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　固定資産の減価償却費の算定方法　 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費につい

ては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しておりす。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　    当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 761,051千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額 746,068千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※1 販売費及び一般管理費の主なもの ※  販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当等 111,441千円

退職給付費用 1,226千円

役員退職慰労引当金繰入額 911千円

賞与引当金繰入額 29,638千円

給与手当等 104,279　千円

退職給付費用 14,766千円

役員退職慰労引当金繰入額 911千円

賞与引当金繰入額 26,306千円

※2　当社グループの売上高は、主としてユーザーの年度設

備計画に連動するため、検収時期が決算期末に集中す

が傾向があります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

　表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成21年６月30日現在）

現金及び預金 1,707,320千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金  △175,500千円

現金及び現金同等物 1,531,820千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

　表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成22年６月30日現在）

現金及び預金 2,438,251　千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △175,500千円

現金及び現金同等物 2,262,751千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　7,920千株

 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　416千株

 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

 

４．配当に関する事項

　　　　　（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 112,728 15.0平成22年３月31日平成22年６月30日　利益剰余金

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間末日後となるもの

　            　該当事項はありません。

 

 

　      ５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
産業用機械
事業
（千円）

工業用ダイヤ
モンド事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

（１）外部顧客に対する売上高 1,744,59343,511 26,2311,814,337 － 1,814,337

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 1,744,59343,511 26,2311,814,337 － 1,814,337

営業利益又は営業損失(△) 36,064△1,850 6,975 41,188(149,993)△108,805

　（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によるものであります。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

産業用機械事業 製剤機、充填機、包装機、検査装置等

工業用ダイヤモンド事業 人造ダイヤ、原石、パウダー等

その他事業 坐薬用包装資材等

 

 

 

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載

をしておりません。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）　

 北米 アジア 欧州 計 　

Ⅰ　海外売上高（千円） 93 35,906 1,932 37,931　

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 1,814,337　

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占

める割合（％）
0.0 2.0 0.1 2.1 　

　　（注）１．国または地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北　米…………米国、カナダ、プエルトリコ

(2）アジア…………香港、中国、韓国、台湾、中近東・ASEAN諸国

(3）欧　州…………EU諸国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

　当社は、各営業部署において取り扱っている製商品・サービスについて、営業本部を設置して国内外の関連

会社も含めた営業戦略を策定、統括しております。

　したがって、当社は、営業部署を基礎とした製商品・サービス別のセグメントから構成されており、「産業

機械事業」及び「工業用ダイヤモンド事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「産業機械事業」は、医薬品業界、化粧品業界、食品業界等への包装関連設備を中心とした産業用機械等の

改良・製造・販売を行っております。「工業用ダイヤモンド事業」は、自動車業界、半導体業界等へ工業用ダ

イヤモンドの販売を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

　 　　　　

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

産業用機械
事業

工業用ダ
イヤモン
ド事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 (千円) 639,270100,439739,70921,722　761,432　 － 761,432

セグメント間の内部売上高
又は振替高 (千円)

　   　－　 －　 　   　－　　 　　 　－ －　 －　 －

計 639,270100,439739,70921,722761,432 － 761,432

セグメント利益又は損失(△) △116,9556,774△110,1813,974△106,207△135,326△241,533

　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含ん

　　　　　　でおります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△135,326千円は、各報告セグメントに配分していない全社

      費用です。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費

      用であります。

　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

　　　（追加情報）

　　　　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

　　　21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

　　　平成20年３月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。 

 

 

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認め

　　られないため、記載しておりません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

  

 

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

該当事項はありません。

  

 

（企業結合等関係）

　　　　当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　　　　該当事項はありません。

　

　

（資産除去債務関係）

  当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

  資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、当第１四半期連結会計期間の期首と比較して著し

い変動が認められないため、記載しておりません。

　

（賃貸等不動産関係）

 　　　 当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 862.25円 １株当たり純資産額 903.65円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 8.08円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

１株当たり四半期純損失金額 18.25円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。　

２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　項　　目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（千円） 62,158 137,078

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 62,158 137,078

期中平均株式数（千株） 7,692 7,512

（重要な後発事象）

　      該当事項はありません。

 

 

（リース取引関係）

  当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

  該当事項はありません。

   

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 土田　秋雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミューチュ

アルの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月11日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　美樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミューチュ

アルの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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